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連載漫画「妹先生 渚
なぎさ

」（村枝賢一 著）とのコラボが実現

芦北伽
カ レ ー

哩街道始まる！
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　平成 22 年度から実施してい
るグリーンカーテンコンテスト
の入賞作品です。今年も 8 月
30 日（金）まで参加者を受け
付けています。皆さまのご応募
をお待ちしています。
＊問い合わせ先
　住民生活課　環境対策係
☎（８２）２５１１（内線１４７）

グリーンカーテン

コンテスト入賞作品

グリーンカーテンで夏を快適に

グランプリ

グランプリ

グランプリ

グランプリグランプリ

平成 23 年度 平成 23 年度

平成 22 年度

平成 24 年度平成 24 年度

団体

団体個人

個人

太陽光発電パネル設置が進む
矢城、女島のメガソーラー

　

町
内
に
立
地
す
る
２
カ
所
の
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
（
大
規
模
太
陽
光
発
電
所
）
の
整
備

が
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。

　

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
（
出
力
規
模
21
・
５
メ

ガ
ワ
ッ
ト
）
を
建
設
中
の
矢
城
牧
場
跡
地

で
は
、
現
在
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
基
礎
工

事
と
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
の
設
置
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
６
月
末
現
在
で
全
体
の
４

分
の
１
に
当
た
る
２
万
５
千
枚
の
パ
ネ
ル

設
置
が
完
了
し
て
い
ま
す
。
来
年
３
月
の

完
成
ま
で
に
32
・
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地

に
約
10
万
枚
の
パ
ネ
ル
が
敷
き
詰
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
県
内
最

大
で
全
国
で
も
有
数
の
規
模
で
す
。

　

女
島
埋
立
地
で
は
、
基
礎
工
事
が
ほ
ぼ

終
わ
り
、
パ
ネ
ル
設
置
が
全
体
の
50
％
を

超
え
て
い
ま
す
。
８
月
ご
ろ
に
は
、
パ
ネ

ル
設
置
も
完
了
す
る
見
込
み
で
す
。
こ
ち

ら
は
矢
城
に
次
ぐ
県
内
２
番
目
の
規
模

（
出
力
規
模
８
メ
ガ
ワ
ッ
ト
）に
な
り
、１
、

２
位
を
芦
北
町
が
独
占
す
る
形
に
な
り
ま

す
。

　

両
発
電
所
が
稼
働
す
る
と
、
合
計
出

力
29
・
５
メ
ガ
ワ
ッ
ト
、
年
間
発
電
量
は

３
千
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
で
一
般
家
庭
約

８
９
０
０
世
帯
分
と
な
り
、
町
内
全
世
帯

（
７
６
０
０
世
帯
）
で
使
用
さ
れ
る
電
力

量
を
賄
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
発
電
さ

れ
た
電
気
は
20
年
間
に
わ
た
っ
て
全
量
が

九
州
電
力
に
売
電
さ
れ
ま
す
。

矢城牧場跡地 女島埋立地

事業体  OCE 芦北メガソーラー㈱  SGET 芦北メガソーラー 
 合同会社

敷地面積  32 万 8,502㎡ ８万 9,320㎡
出力規模

（メガワット）  21.5MW ８MW

年間発電量
（キロワット時）

 2,292万KWh
（一般家庭 6,370 世帯分）

 800 万 kWh
（一般家庭 2,500 世帯分）

完成予定時期  平成 26 年３月  平成 25 年 12 月

総事業費  約 65 億円  約 30 億円

建設が進む矢城牧場跡地メガソーラー
（6 月 17 日撮影）

■町内立地メガソーラーの概要

▲建設中の女島埋立地メガソーラー
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芦北

至 八代
位置図

芦北ＩＣ

見学場所
（女島トンネル）

Ｌ
＝
７
．

（女島トンネル） ７
ｋ
ｍ

平
成
２
７
年
度
供
用
開
始

国道３号
津奈木ＩＣ（仮称）

予
定

千代塚橋

至 水俣

　

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
の
女
島
ト
ン
ネ

ル
（
仮
称
・
延
長
１
０
８
５
ｍ
）
の
現
場
見

学
会
が
６
月
30
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
見
学

会
に
は
、湯
南
地
区
の
住
民
28
人
が
参
加
し
、

掘
削
中
の
ト
ン
ネ
ル
内
で
国
土
交
通
省
の
職

員
や
施
工
者
の
安
藤
ハ
ザ
マ
の
現
場
ス
タ
ッ

フ
か
ら
工
事
の
状
況
や
工
法
な
ど
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
２
１
７
ｍ
ま
で

掘
り
進
め
ら
れ
た
ト
ン
ネ
ル
内
の
先
端
ま
で

進
み
、
大
型
の
掘
削
機
械
や
可
動
式
の
換
気

ダ
ク
ト
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

芦
北
Ｉ
Ｃ
〜
津
奈
木
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）
間
は

平
成
27
年
度
中
に
開
通
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
　

　
　
　
女
島
ト
ン
ネ
ル
工
事
現
場
を
見
学

▲トンネル内で工事の説明を聞く住民の皆さん

全 国 大 会 出 場 お め で と う

▶空手道男子個人組手 ▶空手道女子個人組手

▶陸上競技
男子走り高跳び

▶カヌー女子
カヤックペア／フォア

全日本少年少女空手道選手権大会

全
国
中
学
生

空
手
道
選
手
権
大
会

全
国
都
道
府
県
中
学
生

相
撲
選
手
権
大
会

全国小学生ＡＢＣ
バドミントン大会

芦北高校２年

釡みなみさん
（花岡西）

芦北高校３年

山本大
だ い ご

悟さん
（花岡西）

水俣高校３年

藤井恵
え り な

理奈さん
（平生）

水俣高校２年

竹下夢
ゆ め の

乃さん
（計石東）

秀岳館高校３年

山下　遼
りょう

さん
（花岡西）

佐敷小４年

釡つばささん
（花岡西）

佐敷小３年

山尾悠
ゆ う ま

真くん
（花岡北）

▶個人・団体戦
佐敷中３年

福田亮
り ょ う た

太くん
（計石西）

佐敷中２年

橋本空
た か ひ ろ

大くん
（宮浦）

湯浦中３年

釜　拓
た く や

冶くん

佐敷中３年

佐藤雄
ゆ う す け

介くん

佐敷小４年 KT ジュニア

立迫史
し き

希さん（白岩）

佐敷中３年

宮本彩
あ や か

加さん
（花岡西）

▼
男
子
個
人
組
手

▼
女
子
団
体
組
手

佐敷中２年

山本真
ま ほ

帆さん
（花岡西）

佐敷中１年　橋本寧
ね ね

音さん
　　　　　　（大岩一）

全
国
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会

▶カヌー女子
カヤックペア／フォア

　この夏、北部九州で行われ
る全国高等学校総合体育大会

（インターハイ）をはじめ、
全国大会に出場する児童、生
徒の皆さんを紹介します。

【期日】８月 16 日〜 18 日
【会場】八代市総合体育館

【
期
日
】
７
月
28
日
〜
８
月
20
日

【
会
場
】

〈
空
手
道
〉
佐
世
保
市
体
育
文
化
館

〈
カ
ヌ
ー
〉
豊
後
高
田
市
真
玉
カ
ヌ
ー
場

 〈
陸
上
〉
大
分
市
大
分
銀
行
ド
ー
ム

【
期
日
】
８
月
16
日
〜
18
日

【
会
場
】
長
野
県
・
ビ
ッ
グ
ハ
ッ
ト

【期日】８月 10 日〜 11 日 【会場】東京武道館

【
期
日
】
８
月
４
日

【
会
場
】
東
京
都
・
両
国
国
技
館

（女島西） （道川内西）

御
立
岬
で
塩
作
り
と
地
引
網
体
験

　

子
ど
も
た
ち
が
昔
な
が
ら
の
遊
び
の
中

で
自
然
を
体
感
し
、
環
境
へ
の
意
識
を
高

め
て
も
ら
う
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

事
業
が
㈲
御
立
岬
に
委
託
さ
れ
て
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
６
月
29
日
、
30
日
に
は
御
立

岬
で
塩
作
り
・
地
引
網
体
験
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
29
日
の
塩
作
り
体
験
に
は
37

人
が
参
加
し
、
不
知
火
海
（
八
代
海
）
の

海
水
を
使
用
し
た
塩
作
り
を
体
験
し
ま
し

た
。
出
来
上
が
っ
た
塩
を
使
っ
て
作
っ
た

タ
チ
ウ
オ
の
塩
焼
き
は
参
加
者
に
大
好
評

で
し
た
。
ま
た
、「
海
の
ゆ
り
か
ご
」
と

し
て
知
ら
れ
る
海
草
・
ア
マ
モ
に
つ
い
て

の
学
習
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

30
日
に
は
御
立
岬
海
水
浴
場
で
地
引
網

体
験
が
行
わ
れ
、
約
90
人
が
参
加
。
小
雨

の
降
る
中
で
の
体
験
と
な
り
ま
し
た
が
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
「
よ
い
し
ょ
、
よ

い
し
ょ
」
と
声
を
掛
け
な
が
ら
力
を
合
わ

せ
て
網
を
引
き
ま
し
た
。
網
の
中
に
は
、

マ
ダ
イ
や
キ
ス
、
ス
ズ
キ
な
ど
が
入
っ
て

お
り
、
参
加
者
か
ら
歓
声
が
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
地
元
鮮
魚
店
主
に
よ

る
魚
の
解
体
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
自
分
た

ち
が
捕
っ
た
魚
が
手
際
よ
く
さ
ば
か
れ
て

い
く
様
子
に
子
ど
も
た
ち
は
興
味
津
々
。

さ
ば
い
た
魚
は
昼
食
時
に
刺
身
と
し
て
振

る
舞
わ
れ
、
す
ぐ
に
売
り
切
れ
て
い
ま
し

た
。　

▲不知火海の海水を使った塩作りを体験する参加者▲地引網に入っていた魚に喜ぶ子どもたち

▶男子個人組手 ▶女子個人組手

南九州西回り自動車道
　芦北 IC 〜津奈木 IC（仮称）
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町
民
体
育
祭
結
果

● 

開
催
日　

６
月
16
日
（
日
）

● 

場
所　

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

◎
男
女
混
成

◆
優
勝　

湯
島　
　
　

⑦

　

２
位　

佐
敷
西　
　

⑥　

 

　

３
位　

田
浦
南
部　

⑤　

　

４
位　

田
浦
北
部　

④　

　

５
位　

大
東　
　
　

③

　

６
位　

泉
南　
　
　

②

　

７
位　

佐
敷
東　
　

①

● 

開
催
日　

６
月
23
日
（
日
）

● 

場
所　

し
ろ
や
ま
ス
カ
イ
ド
ー
ム

◎
男
子

◆
優
勝　

大
東　
　
　

⑦

　

２
位　

田
浦
南
部　

⑥

　

３
位　

佐
敷
東　
　

⑤

　

４
位　

田
浦
北
部　

④　

　

５
位　

佐
敷
西　
　

③

　

６
位　

泉
南　
　
　

②

　

７
位　

湯
島　
　
　

①　

◎
女
子

◆
優
勝　

大
東　
　
　

⑦

　

２
位　

佐
敷
東　
　

⑥

　

３
位　

佐
敷
西　
　

⑤

　

４
位　

田
浦
北
部　

④　

　

５
位　

泉
南　
　
　

③

　

※
田
浦
南
部
、
湯
島
は
欠
場

【
卓
球
大
会
】

【
男
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
】

　

６
月
の
町
民
体
育
祭
は
、
16
日
に
卓
球

大
会
が
行
わ
れ
湯
島
が
優
勝
し
ま
し
た
。

23
日
に
行
わ
れ
た
男
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
で
は
男
女
と
も
大
東
が
制
し
ア
ベ
ッ
ク

優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　

５
月
に
行
わ
れ
た
男
女
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
の
成
績
と
合
わ
せ
、
佐
敷
西

が
28
点
で
総
合
順
位
ト
ッ
プ
。
２
点
差
で

大
東
が
そ
れ
に
続
く
展
開
と
な
っ
て
い
ま

す
。
３
位
以
下
は
６
点
差
以
内
の
混
戦
模

様
で
す
。

卓
球
は
湯
島
が
優
勝

バ
レ
ー
は
大
東
が
ア
ベ
ッ
ク
優
勝

順位 地域体協 総合得点
１位 佐敷西 28
２位 大東 26
３位 田浦北部 20
４位 田浦南部 18
５位 佐敷東 16
６位 湯島 15
７位 泉南 14

　総合順位（７月１日現在）

※得点は、種目別大会 1 位が 7 点、2 位 6 点、
3 位５点となり、7 位は 1 点です。

　今年度から導入
された総合順位
は、種目別大会の
順位に応じて得点
が加算されます。
10 月に開催され
る陸上競技大会終
了後、総合優勝が
決定します。　

※○内の数字は獲得得点

平成 25 年度 芦北町まちづくり支援事業決定

区名 事　　業 補助金額

田浦１
田浦２

郷土芸能継承促進活動
もちつき大会　他

369,000

田浦３
田浦４
横居木

盆踊り
十五夜綱引き大会
グラウンド・ゴルフ大会　他

60,000

田浦町１
田浦町２
田浦町３
田浦町４

綱引き大会
グラウンド・ゴルフ大会

32,000

小田浦１
小田浦２
小田浦３
小田浦４

十三夜綱引き大会
グラウンド・ゴルフ大会

67,000

小田浦５
小田浦６
小田浦７

演芸大会
釣り大会
グリーンカーテン製作　他

198,000

海浦１
海浦２

グラウンド・ゴルフ大会
地区運動会
十三夜綱引き大会

132,000

計石西
計石東

ふれあい農園整備
世代間交流活動
地域の縁側事業

38,000

白岩 秋祭り交流事業 6,000

田川
米作り
卓球大会

72,000

松生
大尼田

立川

夏祭り
大運動会
ウォーキング大会　他

87,000

永谷
黒岩

大岩二
岩屋川内

大岩一

秋祭り
運動会　
伝統文化継承　他

415,000

　芦北町では、「個性の光る活力あるまちづくり」
施策推進のため、地区住民の主体的な活動を支援
する「芦北町まちづくり支援事業」を実施してい
ます。本年度は、53 区 26 件の申請があり、4,318
千円の補助金を決定しました。

　本年度も各地区で地区運動会、夏祭り、伝統文
化保存事業、各種スポーツ大会などのイベントや
世代間交流事業などさまざまな地域活動が実施さ
れます。

区名 事　　業 補助金額

吉尾
市居原

箙瀬

あゆ祭り
地域文化ふるさと祭り　他

468,000

海路・高田辺
世代間交流
自主防災活動　　他

86,000

白石 大野夏祭り 241,000

西告
東告

環境整備活動
運動会

117,000

天月
七夕飾り
地区運動会　他

24,000

白木
レクリエーション大会
グラウンド・ゴルフ大会

85,000

塩浸
七夕祭
グラウンド・ゴルフ大会

22,000

国見 夏祭り 314,000

福浦
沖

女島西
女の島花まつり事業 297,000

湯東
老人会・子供会交流学習会
世代間交流会　他

81,000

湯北
もちつき大会
グラウンド・ゴルフ大会

32,000

湯南
イベント交流事業
高齢者見守り活動

159,000

宮崎 スポーツ大会 14,000

米田
丸山

夏祭り
伝統文化保存事業
生涯学習センター活用事業

686,000

高岡南
古石北
古石南

古石夏祭り事業
古石運動会事業
防災訓練事業

216,000

（単位：円）

＊問い合わせ先
　企画財政課　まちづくり推進係
　　　　☎（８２）２５１１（内線２５２）

◆個人成績（町関係のみ）　優勝者（敬称略）
《トラック競技》

１００ｍ小学６年女子　　永井  美咲
１００ｍ小学３年男子　　斉藤  太一
１００ｍ小学４年男子　　蔀　  秀彦
１００ｍ小学６年男子　　平木  滉大
１００ｍ男子 30 歳〜 39 歳　森山  泰宜
４００ｍ R 小学女子　　桑下  倫華、東　結華、
　　　　　　　　　　　橋本  莉子、永井  美咲

４００ｍ R 小学男子　　斉藤  太一、蔀　秀彦、
　　　　　　　　　　　川口  夏大、平木  滉大
１５００ｍ男子 40 歳〜 49 歳　宮島  誠一

《フィールド競技》
砲丸投女子 35 歳〜 49 歳　戸田  裕子
砲丸投男子 29 歳以下　　  橋口  貴文
砲丸投男子 40 歳〜 49 歳    告　  𠮷弘
砲丸投男子 60 歳〜 69 歳　綱田  幸侑

◆団体成績
　○総合成績　　優勝　水俣市　２位　芦北町　　３位　津奈木町
　○一般の部　　優勝　水俣市　２位　芦北町　　３位　津奈木町　
　○中学生の部　優勝　水俣市　２位　津奈木町    ３位　芦北町
　○小学生の部　優勝　芦北町　２位　水俣市　    ３位　津奈木町

　第 41 回水俣市・葦北郡各町対抗陸上競技大会が６月
２日、水俣市のエコパーク水俣陸上競技場で行われまし
た。芦北町は小学生の部で優勝しましたが、総合の部で
は健闘及ばず２位となりました。

小学生の部で優勝　総合は２位
水俣市・葦北郡各町対抗陸上競技大会



 尺八と箏
そう

の演奏で歌う福嶋由記さん

　国登録有形文化財の藤崎家住宅「赤松館」米蔵で
6 月 8 日、グループ・縷

る る

々とオペラ歌手福嶋由記さ
んによるコンサートが行われました。コンサートは
尺八や箏

そう

の和楽器の演奏にあわせて、元アナウン
サーによる物語の朗読や福嶋さんによる「おぼろ月
夜」など日本の歌曲が披露されました。江戸時代の
面影を残す米蔵と和の音色に約 130 人の観客は酔
いしれていました。

赤松館米蔵で『和』の競演

　６月９日に行われた第 40 回県中学生相撲選手権
で、佐敷中相撲部が団体戦（3人制）で宇土鶴城中を
２−１で下し初優勝しました。出場したのは、福田
亮太くん（３年）、橋本空大くん（2年）、松岡友希く
ん（２年）です。同中相撲部は２年前に復活し、部員
はこの 3 人だけですが、普段は芦北トレジャーク
ラブ（JKA) で小学生と一緒に練習しています。個
人戦で２位の橋本くん、3位の福田くんは、８月に
行われる全国中学生選手権に出場します。　 団体戦で優勝した佐敷中相撲部の皆さん。

左から橋本空大くん、松岡祐希くん、福田亮太くん

　田浦小（211 人）と田浦中（92人）で 6月 7日、
初めての合同避難訓練が行われました。地震に伴う
津波警報が発令されたという想定で、田浦小児童が
避難ルートにある田浦中の敷地を通り、同中生徒と
地域住民のサポートを受けながら一緒に高台に避難
しました。
　田浦小は県の防災教育研究推進校に昨年度から指
定されています。

学校から約 500m の高台まで避難した小中学生

田浦小・中合同避難訓練

佐敷中相撲部初優勝

まちのわだいまちのわだい

　芦北町は建設業各社と清掃ボランティア活動に関
する協定を結んでいます。この協定に基づき、道路や
海岸の清掃活動が実施されています。昨年度は６社
により広域農道や林道の除草、海岸のごみ拾いなど
が行われました。年々清掃ボランティア活動に対す
る意識も高まり、協力業者も増えています。今後も定
期的に清掃活動が実施される予定で、美しく住みよ
いまちづくりに貢献されています。　

【平成24 年度協力企業】　㈱佐藤産業、㈱松下組、
㈱リュウショウ、三和建設㈱、㈱橘新建設、㈲吉田産業

6 月 13 日に行われた清掃ボランティア活動
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建設会社が清掃ボランティア

早乙女による模擬田植えと牛にふんしての田起こし

　湯浦米田区の百木地区で 101 年の伝統を誇るさ
なぶり祝いが６月 30 日に行われました。大正時代
から行われているこの行事は、田植えが終わった後
の慰労と豊作を願う行事です。神事の後の直

なおらい

会の時
お酒を飲んだ勢いで、余興としてひょうきんな仕草
で田起こしや田植えの模様を再現。このパフォーマ
ンスを見るため、多くの写真愛好家がカメラを持っ
て詰めかけていました。

百
も も き

木さなぶり祝い

　芦北地区排水機場調整池周辺で６月７日、不法投
棄撲滅アクションin あしきたが行われました。６回
目となる今回は、芦北町環境衛生巡視員会、地区住
民、周辺事業所、県、町職員など103 人が参加し、ご
み回収と草払いを行いました。約１時間でペットボ
トルや空き缶、タバコの吸い殻などのごみ、約290kg
を回収しました。主催者の町環境衛生巡視員会の片
山幸弘代表は「芦北町に美化運動の輪が広まり魅力
的な町になることを願います」と話してくれました。 調整池周辺のごみを拾う参加者

　町では、障害者や高齢者の視点で公共施設の使い
やすさを調べるユニバーサルデザイン（UD）調査
を行いました。この取り組みは、「障害のある人も
ない人も共に生きる熊本づくり条例」を踏まえ実施
したものです。福祉課や地域包括支援センター職員
が施設入り口のスロープや多機能型トイレなどを実
際に車いすを使って確認したり、点字ブロックや段
差の有無をチェックしたりしました。今後、調査結
果をまとめ、これからの福祉施策に役立てます。 車いすに乗ってスロープの使いやすさを確かめる職員

障害者、高齢者の視点で施設を確認

不法投棄撲滅アクション
　芦北高校林業科の 3年生が 6月 29日、田浦湾の
田浦漁協付近にアマモの移植を行いました。この日
移植したのは、これまでの取り組みで繁殖に成功し
た福浦湾で採取したアマモです。生徒たちは、種子
のついた穂を束にして、長さ 40mほどのロープに
２ｍ間隔で結びつけ、船上から海底に沈めました。
　アマモは「海のゆりかご」と呼ばれ、魚介類の産
卵や生育場所となります。同校では 2003 年から再
生プロジェクトに取り組んでいます。 ▲アマモを移植する生徒　　

　　

芦高生　アマモ再生の取り組み

▲繁殖に成功した福浦湾
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芦北伽
カ レ ー

哩街道参加店舗
７月 20日（土）〜８月 31日（土）

さあ、今年は
どれを食べる？

　

日
本
の
家
庭
に
カ
レ
ー
を
広
め
た
料
理

研
究
家
江
上
ト
ミ
さ
ん
。
出
身
地
は
芦
北

町
で
国
登
録
有
形
文
化
財
の
藤
崎
家
住

宅
「
赤
松
館
」
が
生
家
で
す
。
こ
の
江
上

さ
ん
の
功
績
を
讃
え
よ
う
と
始
ま
っ
た
芦

北
伽
哩
街
道
も
今
年
で
８
年
目
を
迎
え
ま

す
。
今
回
の
伽
哩
街
道
に
は
強
力
な
助
っ

人
と
新
店
舗
が
登
場
し
、
ま
す
ま
す
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。　

　

昨
年
故
郷
の
芦
北
に
帰
っ
て
来
た
漫
画

家
・
村
枝
賢
一
さ
ん
。
地
域
の
活
性
化
に

協
力
し
よ
う
と
芦
北
伽
哩
街
道
の
た
め
に

ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
な
ど
に
使
わ
れ
る
原

画
を
書
き
下
ろ
し
ま
し
た
。
こ
の
原
画
に

登
場
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
村
枝
賢
一
さ

ん
の
人
気
連
載
漫
画
「
妹
先
生 

渚
」
の

主
人
公
で
す
。
漫
画
の
舞
台
と
な
っ
て
い

る
坂
上
町
は
芦
北
町
が
モ
デ
ル
に
な
っ
て

い
て
、
随
所
に
町
内
の
景
色
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。
今
月
と
来
月
発
売
の
月
刊
少
年

サ
ン
デ
ー
「
ゲ
ッ
サ
ン
（
小
学
館
）」
に

は
ス
ト
ー
リ
ー
の
中
に
伽
哩
街
道
や
あ
し

き
た
親
善
大
使
の
え
み
り
ィ
ー
が
登
場
す

る
な
ど
、
伽
哩
街
道
と
全
面
的
に
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
２
つ
の
店
舗
が
新
た
に
伽
哩
街

道
に
参
加
し
ま
す
。
ひ
と
つ
は
農
家
レ
ス

ト
ラ
ン「
花
ま
つ
り
」。
今
年
４
月
に
オ
ー

プ
ン
し
た
農
家
民
宿
「
縁
（
え
に
し
）」

に
併
設
さ
れ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
で
す
。
も
う

１
店
舗
は
「
熊
本
ラ
ー
メ
ン
も
っ
こ
す
亭

芦
北
店
」。
伽
哩
街
道
初
と
な
る
ラ
ー
メ

ン
の
ジ
ャ
ン
ル
が
登
場
し
ま
し
た
。

昭和 42（1967）年生まれ　漫画家
芦北町花岡出身。
昨年４月に拠点を故郷芦北町に移
す。現在、芦北町在住。
漫画家・吉田聡氏のアシスタント
を経て、1987 年「アーム・ア・チャ
ンピオン」で漫画家デビュー。続
く作品「光路郎」では舞台のモデ
ルを故郷芦北町に設定。「俺たち
のフィールド」、「ＲＥＤ」など代
表作多数。
現在、光路郎続編の「妹先生 渚」
が月刊誌ゲッサンに、「新仮面ラ
イダー SPIRITS」が月刊少年マガ
ジンに連載中。
　７月 20 日から 9 月 23 日まで
湯前まんが美術館で、妻の漫画家・
森真理（もりしんり）さんと原画
展を開催。

　今年は村枝賢一さんの協力で、

日本中に芦北伽哩街道をアピール

できることになりました。また、

２店舗が加わり新しい味もお楽し

みいただけます。

　「オール芦北」をテーマに、芦

北の豊かな食材を使ったカレーが

そろっています。それぞれの店主

が気持ちを込めて、このイベント

期間中しか食べられないカレーを

作っています。ぜひお試しくださ

い。

村枝　賢一  さん

芦北伽哩街道実行委員長
　　　　　積　一也  さん

道の駅・たのうら   「でんでん」
芦北「カレーもち」と

「カレーまん」3 個セット
４００円

道の駅・たのうら「たばくまん」
ジャコカレーチャーハン
６５０円

赤松館　カフェ　米蔵
赤松館１００年カレー
１，０００円

マリーンスポット M
鉄板焼カレー　５００円

熊本ラーメンもっこす亭
濃厚カレー味噌とんこつ
ラーメン　　　７００円

味乃なじみ
牛・鶏・ブーカレー

（サラダ付き）　８００円

レストランぎゅーぎゅー亭
サラたまちゃんたっぷり
牛丼カレー　　８８０円

ファーマーズマーケット
「でこぽん」惣菜部

カレーまんじゅうコロッケ
１５０円

道の駅・大野温泉
「大野温泉センター」

季節野菜のピリ辛カレー
（サラダ付き）６００円

ビストロ  パザパ
石えびのトマトカレー
８００円

農家レストラン　花まつり
（農家民宿「縁（えにし）」に併設）
白いカレーと黄色い御飯
単品８００円　セット1,200円

さるかに合掌亭
足赤エビマヨカレー
８００円

イタリア小料理  コラッジオ
キンジョンポルコ・ロッソ
カレー　　　７９０円

ぱせり
大阿蘇鶏の揚げピカタ
チキンカレー　　６００円

ヘルシーパーク芦北
サラたまちゃんたっぷり
カレー焼そば　５００円

貝汁味処  南里（水俣市）
ど〜んとベジカレー
パート３　　９００円 「妹先生  渚」の単行本。背景

にうたせ船が描かれています

Profile

あ

し

き

た

カ

レ

ー

か

い

ど

う

２０１３

江上　トミ さん

明治32（1899）年〜
   昭和55（1980）年。
葦北郡田浦村（現 芦
北 町 ） で 誕 生。25
歳のときにパリの
料 理 学 校 で 学 び、

昭和 30 年東京に江上料理学院を創
設。32 年からテレビの料理番組に
出演し、「ご家庭の幸せは愛情を込
めた料理から」をモットーに、家庭
料理の普及に尽くした。

☎（８７）０３５６
☎（８７）２２３０ ☎（８７）２８６６

☎０８０（３９６７）５５３５

☎（８２）４０８０ ☎（８２）２１６０ ☎（８２）３６９１
☎（６１）３０２０

☎（６１）７３００
☎（８２）３３９９ ☎（８２）５８４４ ☎（８２）２９１９

☎（８６）０００１ ☎（８６）０２５９
☎（８６）２１８２

☎（６２）４２００

漫
画
家
・
村
枝
賢
一
さ
ん
が
協
力

新
た
に
２
店
舗
が
加
入
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成
年
後
見
制
度
は
、
認
知
症
や
知
的
・

精
神
障
害
な
ど
に
よ
り
自
分
で
十
分
な
判

断
が
で
き
な
い
人
の
た
め
に
、
本
人
を
支

援
す
る
人
（
成
年
後
見
人
な
ど
）
を
選
び
、

権
利
や
財
産
を
守
る
制
度
で
す
。

■
成
年
後
見
人
な
ど
の
役
割

　

本
人
の
利
益
を
考
え
な
が
ら
、
本
人
に

代
わ
っ
て
預
貯
金
・
不
動
産
の
財
産
管
理

や
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
な
ど
の

法
律
行
為
を
し
た
り
取
り
消
し
た
り
す
る

支
援
を
行
い
ま
す
。
本
人
の
判
断
能
力
に

応
じ
て
成
年
後
見
人
、
保
佐
人
、
補
助
人

に
区
分
さ
れ
ま
す
。

■
成
年
後
見
人
な
ど
の
申
し
立
て

　

本
人
、
配
偶
者
お
よ
び
４
親
等
内
の
親

族
が
家
庭
裁
判
所
に
申
し
立
て
を
行
い
ま

す
。

　

た
だ
し
、
身
寄
り
が
な
い
な
ど
の
理
由

で
申
立
人
が
い
な
い
場
合
は
、
町
が
代
わ

り
に
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
手
続
き
に
必
要
な
費
用
の
助
成
も

行
っ
て
い
ま
す
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課　

障
害
者
福
祉
係

　

☎（
８
２
）２
５
１
１（
内
線
１
５
３
）

　
【
認
知
症
高
齢
者
の
窓
口
】

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎（
８
６
）２
２
７
０

　
　

成
年
後
見
制
度

　
　

ご
存
じ
で
す
か
？

芦
北
の
夏
祭
り
情
報

●湯の香まつり
　期日　７月 27 日㈯、28 日㈰
　場所　湯浦川河川緑地公園
　※町民総踊り：７月 27 日㈯

●さしき七夕まつり
　期日　８月６日㈫、８月７日㈬　
　場所　佐敷本町通り

●大野夏祭り
　期日　８月 10 日㈯
　場所　大野温泉センター

●田浦夏まつり
　期日　８月 11 日㈰　
　場所　地域活性化センター　
　　　　および駐車場　
　　　
●古石夏まつり
　期日　８月 13 日㈫
　場所　古石みどりの里

●丸米夏祭り
　期日　８月 14 日㈬　
　場所　丸米地区生涯学習センター

●吉尾温泉あゆまつり
　期日　８月 14 日㈬　
　場所　東部保健福祉センター

●大尼田ふるさと夏まつり
　期日　８月 15 日㈭
　場所　大尼田地区生涯学習センター

●内野ふれあい夏祭り
　期日　８月 15 日㈭
　場所　内野小グラウンド

●大岩夏祭り
　期日　８月 15 日㈭
　場所　大岩地区生涯学習センター

●花火大会
　期日　８月 17 日㈯
　場所　芦北農村公園

　

清
掃
セ
ン
タ
ー
に
ご
み
を
持
ち
込
む
場

合
は
、次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

⑴
ご
み
は
「
分
別
」
し
て
く
だ
さ
い

　

※
袋
に
入
る
も
の
は
、
中
身
が
分
か
る

　

よ
う
透
明
の
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

⑵
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
受
け
入
れ
困
難
な
も
の

●
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
直
接
持
ち
込
み

　
　

エ
ア
コ
ン
、テ
レ
ビ
、冷
蔵
庫
、洗
濯
機
、

　
　

衣
類
乾
燥
機

　

※
郵
便
局
で
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
の
発
行

　
　

を
受
け
た
場
合
は
持
ち
込
み
可
能

●
廃
棄
物
処
理
業
者
に
処
分
し
て
も
ら
う

　
も
の

　
　

塩
ビ
管
、
瓦
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
類
、
サ
ッ

　
　

シ
、焼
却
灰
、石
こ
う
ボ
ー
ド
、タ
イ
ル
、

　
　

ブ
ロ
ッ
ク
、
レ
ン
ガ
、
建
築
資
材
な
ど

●
販
売
店
に
処
分
し
て
も
ら
う
も
の

　
　

大
型
農
機
具
、コ
ピ
ー
機
、タ
イ
ヤ
、ホ

　
　

イ
ー
ル
、バ
ッ
テ
リ
ー
、消
火
器
、バ
イ

　
　

ク
、ト
ナ
ー
、塗
料（
ペ
ン
キ
）、パ
ソ
コ

　
　

ン
、ピ
ア
ノ
、仏
壇
、油
脂
類
な
ど

●
Ｊ
Ａ
に
処
分
し
て
も
ら
う
も
の

　
　

不
要
農
薬
、農
薬
空
容
器
、ア
ゼ
波
板
、

　
　

農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
、肥
料
袋
、育
苗
箱
な
ど

⑶
ご
み
持
ち
込
み
受
付
時
間

　

◎
清
掃
セ
ン
タ
ー
（
湯
浦
）

　
　

▼
月
曜
〜
金
曜
の
午
後
１
時
〜
４
時

　
　

▼
第
３
日
曜
の
午
前
９
時
〜
正
午

　

◎
清
掃
セ
ン
タ
ー
田
浦
事
業
所

　
　

▼
火
曜
と
木
曜
の
午
前
９
時
〜
正
午

　

※
祝
日
は
除
き
ま
す
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

清
掃
セ
ン
タ
ー　

☎（
８
６
）０
２
７
７

ご
み
持
ち
込
み
の
注
意
点

清
掃
セ
ン
タ
ー

　かおりの樹木、宿根
草、 そ の 他 の 草 花 を
30 本以上用いた「み
どり香るまちづくり」
を演出する企画を募集
します。詳しくは環境
省ホームページをご覧
ください。
◆募集期間：
　10月11日（金）まで
◆応募資格：民間企業
や行政区、各種団体な
どのほか、個人でも応
募可
◆表彰：環境大臣賞、
各種協会賞、入賞
※それぞれ表彰状と副
賞（10 万円〜 100 万円相当の苗木など）
＊問い合わせ先　　環境省　水・大気環境局
　　　　　　　　　☎０３（５５２１）８２９９
                               Ｅメール　KAORI-CONTEST@env.go.jp

【夏休み　磯のいきもの観察会】　
▶日時　８月３日（土）午前10 時〜正午
▶場所　熊本県環境センターと付近の海岸
▶募集　30 人（先着順）▶費用　無料
▶申込　７月27日（土）まで

【大人の裂き織り教室】
「裂き織り」とは服やハンカチなどの古布を

裂いてひも状にして織機で折り込み再び布
として使うものです。
▶日時　８月24日（土）午前９時30分〜
　　　　　　25日（日）午前９時30分〜
▶場所　熊本県環境センター
▶募集　各回 10 人（先着順）
▶費用　無料
▶申込期限　８月 22 日（木）
◎申し込みは、住所、氏名、電話番号を明記
してハガキ、ＦＡＸ、Ｅメールで申し込んで
ください。
＊申込・問い合わせ先
　熊本県環境センター
　☎（６２）２０００
　ＦＡＸ（６２）１２１２
　Ｅメール：center@kumamoto- eco.jp

県環境センター８月のイベントみどり香るまちづくり
　　　　　企画コンテスト募集

▼
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

　
　
【
消
防
】  

１
人
程
度

▼
受
験
資
格

　

平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら

　

平
成
８
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

▼
試
験
日
時  

９
月
22
日
㈰

　
　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜

▼
試
験
会
場　

芦
北
町
役
場

▼
試
験
科
目　
・
教
養
試
験（
高
校
卒
業
程
度
）

　
　
　
　
　
　
・
作
文
試
験

　
　
　
　
　
　
・
消
防
適
性
検
査

▼
申
込
用
紙
の
請
求

　

申
込
用
紙
は
、
消
防
本
部
に
て
配
布
。
郵
便

に
よ
り
請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
水

俣
芦
北
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部
採
用
試

験
申
込
書
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
140
円
切
手

を
貼
っ
た
宛
先
明
記
の
返
信
用
封
筒
（
角
２
）

を
同
封
の
う
え
、
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.m
afd119.com

か
ら

試
験
案
内
と
申
込
用
紙
を
印
刷
し
、
使
用
す
る

こ
と
も
可
能
で
す
。

▼
受
付
期
間

　

７
月
29
日
㈪
〜
８
月
16
日
㈮　

　

郵
送
の
場
合
は
８
月
16
日
ま
で
の
消
印
有
効

▼
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

　
　
【
一
般
事
務
】　

３
人
程
度

▼
受
験
資
格

　

昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら

　

平
成
８
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

▼
試
験
日
時  

９
月
22
日
㈰

　
　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜

※
市
町
村
等
職
員
採
用
共
同
試
験
に
よ
る

▼
試
験
会
場　

芦
北
町
役
場

▼
試
験
科
目　
・
教
養
試
験（
高
校
卒
業
程
度
）

　
　
　
　
　
　
・
作
文
試
験

　
　
　
　
　
　
・
事
務
適
性
検
査

▼
申
込
用
紙
の
請
求

　

申
込
用
紙
は
、
芦
北
町
役
場
総
務
課
に
て

配
布
。
郵
便
に
よ
り
請
求
す
る
場
合
は
、
封

筒
の
表
に
「
芦
北
町
職
員
採
用
試
験
申
込
書

請
求
」
と
朱
書
き
し
、
140
円
切
手
を
貼
っ
た

宛
先
明
記
の
返
信
用
封
筒
（
角
２
）
を
同

封
の
う
え
、
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

は
、
芦
北
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.
ashikita-t.kum

am
oto-sgn.jp

か
ら
試
験

案
内
と
申
込
用
紙
を
印
刷
し
、
使
用
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。

▼
受
付
期
間

　

７
月
29
日
㈪
〜
８
月
16
日
㈮

　

郵
送
の
場
合
は
８
月
16
日
ま
で
の
消
印
有
効

＊
問
い
合
わ
せ
、
申
込
書
請
求
先

　

〒
８
６
９
ー
５
４
９
８

　

芦
北
町
大
字
芦
北
２
０
１
５

　

芦
北
町
役
場　

総
務
課

　

☎
（
８
２
）
２
５
１
１
（
内
線
２
１
９
）

芦
北
町
職
員
採
用
試
験

水
俣
芦
北
広
域
行
政
事
務
組
合

消
防
本
部
職
員
採
用
試
験

＊
問
い
合
わ
せ
、
申
込
書
請
求
先

　

〒
８
６
７
ー
０
０
１
１

　

水
俣
市
陳
内
５
２
３
番
地
３

　

水
俣
芦
北
広
域
行
政
事
務
組
合

　

消
防
本
部
総
務
課

　

☎
（
６
３
）
１
１
９
１　
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景け
い

さ
ん
の

芦
北
チ
ョ
ア
チ
ョ
ア
記

　

ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
！

　

暑
い
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
ね
。

芦
北
で
過
ご
す
夏
も
、
も
う
３
回
目

を
迎
え
ま
し
た
。

　

私
に
と
っ
て
今
年
の
夏
は
、
ビ
ー

チ
サ
ッ
カ
ー
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
！

５
月
に
開
催
さ
れ
た
御
立
岬
ビ
ー
チ

サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
出
場

し
た
こ
と
に
つ
い
て
話
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

昨
年
に
続
き
私
も
役
場
女
子
職
員

チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
参
加
し
ま
し

た
。
昨
年
は
初
め
て
参
加
し
て
、
体

力
が
全
然
持
た
ず
に
挫
折
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
今
年
は
気
合
を
入
れ
て

体
力
を
つ
け
て
参
加
す
る
つ
も
り
で

し
た
が
、
怠
け
て
し
ま
い
、
ま
た
運

動
不
足
で
参
加
し
ま
し
た
（
笑
）。

　

で
も
、
天
気
に
恵
ま
れ
太
陽
の
下

で
、
気
持
ち
い
い
潮
風
も
吹
い
て
い

て
、
テ
ン
シ
ョ
ン
が
上
が
り
楽
し
く

駆
け
回
れ
ま
し
た
。
運
動
不
足
に
加

え
サ
ッ
カ
ー
も
不
慣
れ
な
の
で
、
砂

浜
を
走
る
こ
と
だ
け
で
精
一
杯
で
し

た
が
、
同
僚
た
ち
と
一
緒
に
走
り
、

大
声
で
応
援
す
る
こ
と
が
す
ご
く
楽

し
か
っ
た
で
す
。

　

韓
国
に
も
芦
北
の
よ
う
な
美
し
い

海
水
浴
場
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
そ
こ

で
も
ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
大
会
が
開
か

れ
ま
す
。
私
が
住
ん
で
い
た
所
か
ら

は
遠
か
っ
た
た
め
、
ビ
ー
チ
サ
ッ

カ
ー
を
芦
北
で
初
め
て
見
て
経
験
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
の
経

験
か
ら
改
め
て
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
も
芦
北
に
い
る
か
ら
こ
そ
だ
と
思

い
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
夏
本
番
で
す
ね
！
こ
れ

か
ら
行
わ
れ
る
お
祭
り
や
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
皆
さ
ん
と

一
緒
に
楽
し
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
！

（
第
14
回
）

芦
北
町
国
際
交
流
員

李
允
景
（
イ
・
ユ
ン
ギ
ョ
ン
）

芦
北
に
残
る
文
化
遺
産

芦
北
町
指
定
有
形
文
化
財

平
成
25
年
４
月
16
日
指
定

26

　

今
回
は
５
月
に
開
講
し
た
町
民
歴
史
講
座

で
も
取
り
あ
げ
た
「
宮
崎
城
平
の
板
碑
」
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

板
碑
と
は
、
板
状
の
石
に
仏
様
の
図
像
や

梵
字
（
ぼ
ん
じ
＝
古
代
イ
ン
ド
の
文
字
）
を

刻
ん
だ
も
の
で
、
碑
と
い
う
文
字
が
使
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
記
念
碑
や
顕
彰
碑
な
ど
の
一

般
的
な
石
碑
と
は
異
な
り
、
死
後
の
自
分
や

先
祖
へ
の
供
養
な
ど
功
徳
（
く
ど
く
＝
善
い

行
い
）を
積
む
た
め
に
造
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

城
平
と
い
う
地
名
か
ら
も
分
か
る
よ
う

に
、
こ
の
板
碑
は
宮
崎
城
跡
（
宮
崎
区
）
の

宮
崎
城じ

ょ
う
び
ら

平
の
板い

た
び碑

＊
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

生
涯
学
習
課　

文
化
振
興
係　

　

☎
（
８
７
）
１
１
７
１
（ 

内
線
１
４
５
）   

砂の上でボールを競り合う景さん（右から２番目）

▲地域住民に大切にされて
いる板碑

◀板碑に刻まれた地蔵菩薩
（見やすく画像を加工しています）

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎（
８
６
）０
２
０
０

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

　

が
ん
は
昭
和
56
年
か
ら
日
本
人
の
死
亡
原

因
の
第
１
位
で
す
。
芦
北
町
で
も
平
成
22
年

の
死
亡
原
因
の
１
位
は
が
ん
で
、
全
体
の
２

割
を
占
め
て
い
ま
す
。
が
ん
に
よ
る
死
亡
者

数
を
減
少
さ
せ
る
に
は
、
が
ん
検
診
の
受
診

率
を
向
上
さ
せ
、
が
ん
を
早
期
に
発
見
す
る

こ
と
が
大
変
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
芦
北
町
で
は
、
が
ん
検
診
の
受
診

促
進
と
早
期
発
見
お
よ
び
が
ん
に
対
す
る
正

し
い
知
識
の
普
及
啓
発
を
図
る
が
ん
検
診
推

進
事
業
を
行
い
、
一
定
の
年
齢
の
人
を
対
象

に
、
大
腸
が
ん
、
乳
が
ん
、
子
宮
頸
が
ん
の

検
診
費
用
が
無
料
に
な
る
「
検
診
無
料
ク
ー

ポ
ン
券
」
と
「
検
診
手
帳
」
を
発
行
し
て
い

ま
す
。

　

平
成
25
年
度
は
下
記
の
対
象
者
に
７
月
中

旬
に
「
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」
と
「
検
診

手
帳
」
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

検診の種類 対象の生年月日

◎大腸がん検診（男性・女性）

◎乳がん検診（女性）
　※マンモグラフィー検査のみ適応

昭和 27 年４月２日〜昭和 28 年４月１日生まれ
昭和 32 年４月２日〜昭和 33 年４月１日生まれ
昭和 37 年４月２日〜昭和 38 年４月１日生まれ
昭和 42 年４月２日〜昭和 43 年４月１日生まれ
昭和 47 年４月２日〜昭和 48 年４月１日生まれ

◎子宮頸がん検診（女性）

昭和 47 年４月２日〜昭和 48 年４月１日生まれ
昭和 52 年４月２日〜昭和 53 年４月１日生まれ
昭和 57 年４月２日〜昭和 58 年４月１日生まれ
昭和 62 年４月２日〜昭和 63 年４月１日生まれ
平成  ４年４月２日〜平成  ５年４月１日生まれ

大腸がん 乳がん 子宮頸がん

どんな病気？

大腸の最も内側の粘膜から発生
するがん。正常な粘膜の細胞が
何らかの影響を受けてがん細胞
となる。

乳房の中にある乳腺（母乳を作
るところ）にできるがん。乳が
んの発生や増殖には「エストロ
ゲン」と呼ばれる女性ホルモン
が深く関わっている。

子宮の入り口（子宮頸部）にで
きるがん。ヒトパピローマウイ
ルス（ＨＰＶ：多くの女性が一
生に一度は感染するといわれる
もの）の持続的な感染が原因と
なって発症する。

熊本県の状況
男性のかかるがんの第３位、女
性では第２位。

女性のかかるがんの第１位。40
〜 64 歳の罹患（りかん）が多い。

女性のかかるがんの第５位、39
歳以下の罹患が多い。死亡率は
全国でワースト７位。

検診方法
便潜血検査（検査キットで便の
表面をこすり、容器に入れて提
出する）

マンモグラフィー検査（乳房専
用のＸ線検査。乳房を挟んで撮
影する）

細胞診検査（子宮頸部の粘膜を
軽くなでるようにして細胞を採
取する）

●平成２５年度の「検診無料クーポン券」と「検診手帳」配布対象者

●大腸がん、乳がん、子宮頸がんとは？

　

町
営
温
泉
プ
ー
ル
で
は
町
内
の
小
学

生
の
泳
力
向
上
を
目
的
に
、
小
学
生
水

泳
教
室
（
１
教
室
５
日
間
）
を
年
間
10

回
実
施
し
て
い
ま
す
。
最
初
は
水
に
顔

を
つ
け
る
こ
と
が
怖
く
て
泣
き
出
す
参

加
者
も
い
ま
す
が
、
練
習
を
続
け
て
い

く
う
ち
に
、
ほ
と
ん
ど
の
参
加
者
が
泳

げ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
の
人
が
対
象
の
体
力
向

上
や
健
康
維
持
・
促
進
を
目
的
と
し
た

ア
ク
ア
教
室
（
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）

も
毎
週
水
・
金
曜
日
に
行
っ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

＊
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

町
営
温
泉
プ
ー
ル　

　

☎
（
８
６
）
１
０
１
０

水
泳
教
室
・
ア
ク
ア
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か　

小学生水泳教室の様子

麓
に
あ
り
ま
す
。
地
元
で
は
こ
の
辺
り
を

「
ヨ
サ
シ
ド
（
四
足
堂
？
）」
と
呼
ん
で
お
り
、

か
つ
て
は
お
祭
り
も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
板
碑
は
、
高
さ
約
86
㎝
、
幅
53
㎝
、

厚
さ
10
㎝
の
も
の
で
、
造
立
年
月
日
、
願
主

（
願
い
を
か
け
た
者
）、
作
者
の
文
字
が
全
て

読
み
取
れ
、
中
央
に
描
か
れ
た
地
蔵
菩
薩
の

図
像
も
良
好
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

造
立
は
天
文
23
（
１
５
５
４
）
年
仲
春
八

日
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
仲
春
と
は
旧
暦
で

２
月
の
こ
と
で
す
。
今
か
ら
約
４
６
０
年
前

に
な
り
、
こ
の
頃
は
相
良
氏
が
芦
北
地
方
を

支
配
し
て
い
た
時
代
で
す
。
願
主
に
は
「
豊

永
孫
右
衛
門
尉
藤
原
長
直
、
宮
丸
早
兵
衛

尉
」
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
宮
丸
氏

は
不
明
で
す
が
、
豊
永
氏
は
相
良
氏
の
一
族

で
宮
崎
城
に
も
関
わ
り
が
あ
る
と
推
測
さ
れ

ま
す
。
作
者
に
は
「
鏡
運
房
」
と
い
う
仏
師

と
思
わ
れ
る
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
板
碑
に
は
「
奉
再
興
」
と
い
う
文

字
も
あ
り
、
こ
れ
が
以
前
に
あ
っ
た
板
碑
を

再
興
し
た
と
い
う
意
味
な
の
か
詳
し
い
こ
と

は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
、
不
明
な
点
も
多
い
板
碑
で

す
が
、
名
前
な
ど
が
明
確
に
読
み
取
れ
、
相

良
氏
の
芦
北
支
配
を
考
え
る
上
で
も
貴
重
な

文
化
財
と
い
え
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
地
元
に
も
昔
か
ら
大
切
に
さ
れ

て
い
る
石
造
物
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の

機
会
に
少
し
調
べ
て
み
ま
せ
ん
か
。



　

し
ら
す
料
理
レ
シ
ピ
募
集
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お 知 ら せ
　

　
田浦子育て支援センター  ８月の行事

※支援センターは未就園児と保護者なら誰でも利
用できます。一時保育も行っています。
▶センター利用時間　毎週月曜日〜金曜日
　午前９時 30 分〜正午　午後２時 45 分〜５時 15 分
＊問い合わせ先　田浦子育て支援センター
　☎（８７）００３４

お 知 ら せ

１日（木）〜５日（月）　七夕飾りを作ろう
７日（水）　七夕集会
１日（木）・６日（火）・８日（木）　プール遊び  
22日（木）　絵本読み聞かせ
30日（金）　身体測定、誕生会

　

地
下
水
を
保
全
す
る
た
め
、
地
下
水
を

採
取
す
る
場
合
は
一
定
の
手
続
き
が
必
要

で
す
。
家
庭
や
職
場
な
ど
で
使
っ
て
い
る

井
戸
で
、
手
続
き
を
し
て
い
な
い
場
合
は

速
や
か
に
届
出
ま
た
は
許
可
申
請
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
井
戸  

　

揚
水
機
の
水
の
吐
出
口
断
面
積
が
50
㎠

（
直
径
約
８
㎝
）
を
超
え
る
場
合

▼
届
出
・
許
可
申
請
窓
口　

水
俣
保
健
所

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県　

環
境
立
県
推
進
課　

　

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
７
２　

▼
受
付
期
間　

　
　

書
面
申
請　

７
月
22
日
㈪
〜
31
日
㈬

　
　

電
子
申
請　

７
月
19
日
㈮
〜
28
日
㈰

▼
試
験
種
類　

甲
種
全
類
、
乙
種
全
類

▼
試
験
日　
　

第
１
回　

９
月
８
日
㈰

　
　
　
　
　
　

第
２
回　

９
月
16
日
㈪

▼
試
験
地　
　

熊
本
市

▼
願
書
配
置
場
所　

芦
北
消
防
署

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部

　

☎
０
９
６（
３
６
４
）５
０
０
５

　
　

消
防
設
備
士
試
験

　

税
関
で
は
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚

げ
て
き
た
人
か
ら
お
預
か
り
し
た
通
貨
や

証
券
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

返
還
は
ご
家
族
も
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。お
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

長
崎
税
関　

業
務
部
税
関
相
談
官

　

☎
０
１
２
０（
８
２
８
）６
８
０

　

県
芦
北
地
域
振
興
局
で
は
、
県
道
の
除

草
作
業
を
自
治
会
（
行
政
区
な
ど
）
に
委

託
す
る
事
業
を
試
行
的
に
始
め
ま
し
た
。

自
治
会
と
県
で
除
草
区
間
に
つ
い
て
契
約

し
、
公
役
（
く
や
く
）
に
よ
る
除
草
作
業

に
委
託
料
を
支
払
う
こ
と
で
自
治
会
を
支

援
し
ま
す
。

▼
対
象
事
業　

県
道
の
除
草
作
業

▼
対
象
団
体　

自
治
会
（
行
政
区
な
ど
）

▼
委
託
料　

１
㎡
あ
た
り
15
円

▼
申
込
期
限　

原
則
９
月
30
日
㈪
ま
で

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

県
南
広
域
本
部　

芦
北
地
域
振
興
局

　

土
木
部　

維
持
管
理
課

　

☎
（
８
２
）
２
５
５
６

　
　

県
道
の
除
草
を
支
援
し
ま
す

　

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

　

展
示
室
案
内

　

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
の
展
示
室
で
は
、

自
主
講
座
の
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

【
書
親
会
に
よ
る
書
】

▼
期
間　

８
月
３
日
㈯
〜
９
月
５
日
㈭

＊
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

芦
北
町
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
８
２
）
２
２
１
３

　

 

自
衛
官
募
集

▼
受
付
期
間
（
共
通
）

　
　

８
月
１
日
㈭
〜
９
月
６
日
㈮
ま
で

【
一
般
曹
候
補
生
・
自
衛
官
候
補
生
】

▼
試
験
日　

９
月
16
日
㈪

▼
試
験
会
場　

八
代
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

▼
受
験
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

【
航
空
学
生
】

▼
試
験
日　

９
月
21
日
㈯

▼
試
験
会
場　

県
青
年
会
館
（
熊
本
市
）

▼
受
験
資
格　

高
校
卒
（
見
込
含
む
）

　
　
　
　
　
　

〜
21
歳
未
満

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
水
俣
地
域
事
務
所

　

☎
（
６
３
）
５
８
６
３

　

水
俣
・
芦
北
地
域
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
環

境
で
ふ
る
さ
と
を
元
気
に
す
る
ユ
ニ
ー
ク

な
技
術
や
ア
イ
デ
ア
を
発
表
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

▼
日
時　

７
月
20
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

▼
場
所　

水
俣
市
公
民
館　

▼
内
容　

◇
特
別
講
演
、
調
査
報
告

　
　
　
　

◇
コ
ン
テ
ス
ト
発
表

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

み
な
ま
た
環
境
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー　

　

☎（
６
２
）０
６
３
９　

　

建
退
共
制
度
は
建
設
現
場
で
働
く
人
の

た
め
に
国
が
作
っ
た
建
設
業
界
の
退
職
金

制
度
で
す
。　

▼
加
入
者　

建
設
業
を
営
む
事
業
主

▼
対
象
と
な
る
人　

建
設
現
場
労
働
者

▼
掛
金　

日
額
３
１
０
円

　

事
業
主
が
労
働
者
の
働
い
た
日
数
に
応

じ
て
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳

に
貼
り
、
そ
の
労
働
者
が
建
設
業
界
で
働

く
こ
と
を
や
め
た
と
き
に
建
退
共
か
ら
退

職
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

建
退
共
熊
本
県
支
部

　

☎
０
９
６
（
３
６
６
）
５
１
１
１

　

こ
と
し
10
月
に
「
第
33
回
全
国
豊
か
な

海
づ
く
り
大
会
〜
く
ま
も
と
〜
」
が
開
催

さ
れ
る
こ
と
を
記
念
し
、『
し
ら
す
』
を

素
材
と
し
た
料
理
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
募
集
期
間　

７
月
31
日
㈬
ま
で

▼
募
集
内
容　

し
ら
す
を
使
っ
た
自
慢
の

レ
シ
ピ
。　

和
・
洋
・
中
華
、パ
ン
、ス
ー
プ
、

飲
み
物
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん

（
※
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
）

▼
応
募
資
格　

誰
で
も
応
募
で
き
ま
す

　
　
　
　
　
　
（
プ
ロ
・
ア
マ
不
問
）

▼
特
典　

グ
ラ
ン
プ
リ
賞
金
10
万
円
な
ど

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

第
33
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会

　

水
俣
市
実
行
委
員
会
事
務
局

　

☎
（
６
１
）
１
６
３
１

　

芦
北
町
在
住
の
写
真
家
今
岡
昌
子
さ
ん

の
写
真
展
が
福
岡
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
会
場　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
お
い
し

　
　
　
　
（
福
岡
市
中
央
区
天
神
）

▼
期
間　

７
月
16
日
㈫
〜
28
日
㈰　

　
　
　
　
　

午
前
11
時
か
ら
午
後
７
時

　

◇
今
岡
昌
子
さ
ん
の
ト
ー
ク　
　
　

　
　

20
日
㈯　

午
後
３
時
〜
４
時

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
お
い
し

　

☎
０
９
２
（
７
２
１
）
６
０
１
３　

▼
受
付
期
間

　

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
　

７
月
23
日
㈫
～
８
月
１
日
㈭

　

○
郵
送
ま
た
は
持
参

　
　

７
月
23
日
㈫
～
７
月
31
日
㈬

▼
第
１
次
試
験
日　

９
月
29
日
㈰

　

入
国
警
備
官
採
用
試
験

　災害時の防災拠点となる役場本庁舎の耐震改修
工事を実施しています。工事期間中も役場の業務
は平常どおり行っています。来庁者の皆さまには
騒音や振動の発生、駐車場の混雑などご迷惑をお
かけしますが、ご理解とご協力をお願いします。
　■工事期間：平成 26 年２月 28 日まで（予定）

役場本庁舎耐震改修工事のお知らせ

■工事に伴い企画財政課が仮移転しました　　

　◆仮移転先：本庁舎　３階会議室
　◆仮移転期間：平成 25 年７月〜 8 月（予定）
　※内線番号は変わりません
　＊問い合わせ先　総務課　管財係
　　　　　　　☎（８２）２５１１　（内線２１５）

▼
受
験
資
格　

　【
警
備
官
】

　

①
平
成
25
年
４
月
１
日
に
お
い
て
高
等

　

学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し

　

た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
５
年
を
経

　

過
し
て
い
な
い
人
と
平
成
26
年
３
月
ま

　

で
に
高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校

　

を
卒
業
す
る
見
込
み
の
人

　

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
人
に
準
ず
る

　

と
認
め
る
人

　
【
警
備
官
（
社
会
人
）】

　
　

昭
和
48
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

　

た
人
（
警
備
官
の
①
に
規
定
す
る
期
間

　

が
経
過
し
た
人
お
よ
び
人
事
院
が
当
該

　

者
に
準
ず
る
と
認
め
る
人
に
限
る
）

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

福
岡
入
国
管
理
局　

総
務
課　

　

☎
０
９
２
（
６
２
３
）
２
４
０
０

　

依
存
症
に
関
す
る
講
演
会

　

今
岡
昌
子
さ
ん
写
真
展

　
「
ト
ポ
フ
ィ
リ
ア 

ー
九
州
力
の
原
像
へ
」

       

地
下
水
の
採
取
に
は

       

届
出
や
許
可
が
必
要
で
す

     

引
揚
者
の
通
貨
・
証
券
な
ど
を　

　

お
返
し
し
ま
す

　

第
２
回
環
境
に
優
し
い

　

技
術
・
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト

     

知
っ
て
い
ま
す
か

　

 

建
退
共
制
度

▼
日
時　

７
月
29
日
㈪　

午
後
７
時
30
分

▼
場
所　
町
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー　
（
無
料
）

▼
演
題　
「
青
少
年
に
お
け
る
依
存
症
〜

理
解
と
対
応
〜
」【
講
師
】
田
邊
忠
司
氏

（
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
熊
本
ダ
ル
ク
代
表
）

※
熊
本
ダ
ル
ク
は
依
存
症
（
薬
物
・
ア
ル

コ
ー
ル
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
な
ど
）
や
自
傷
・

摂
食
障
害
・
ア
ダ
ル
ト
チ
ル
ド
レ
ン
な
ど

か
ら
回
復
し
、
社
会
復
帰
を
目
指
す
た
め

の
民
間
リ
ハ
ビ
リ
施
設
で
す
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
係

　

☎（
８
７
）１
１
７
１（
内
線
１
４
５
）
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短
歌

【
町
民
講
座
】

書
道
（
か
な
）

　
【
田
浦
荘
短
歌
会
】

　
「
そ
ろ
そ
ろ
ご
飯
に
し
よ
う
」と
立
ち
上
が
る
妻
の
後う

し
ろ
で姿
ま
こ
と
い
と
お
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
浦　

悟

　

一
日
を
何
し
て
過
ご
そ
う
ひ
と
り
い
て
テ
レ
ビ
見
な
が
ら
考
え
る　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
山
ツ
ギ
エ

　

梅
雨
に
う
た
れ
胡き
ゅ
う
り瓜

の
花
が
咲
い
て
い
る
指
さ
き
ほ
ど
の
実
を
つ
け
な
が
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
上　

ス
エ

　

気
勢
よ
く
泳
ぐ
隣
家
の
鯉
の
ぼ
り
娘
と
並
び
見
る
話
題
明
る
し　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塩
嶋　

俊
次

　

か
き
つ
ば
た
咲
き
極
ま
れ
る
池
の
辺
に
陶す
え
も
の物

の
ご
と
白
さ
ぎ
の
立
つ　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶴
川　

君
子

　
【
町
民
講
座
】

　

鈴す
ず
な生
り
の
枇
杷
に
一い

ち
べ
つ瞥
通
り
過
ぐ
飽
食
の
世
の
平
成
の
子
ら　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
元
千
恵
美

　

単
車
降
り
沖
を
眺
め
る
青
年
の
肩
幅
ひ
ろ
く
未
来
あ
か
る
し　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
笠
原
節
子

　

水み
は
り
だ

張
田
の
夜
の
静
け
さ
寂
し
さ
よ
蛙
の
合
唱
い
ず
こ
に
消
え
し　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
端　

和
江

　

諫
早
の
開
門
期
限
せ
ま
り
く
る
賛
否
両
論
政
治
は
い
か
に　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸
田
久
美
子

　

街
路
樹
の
伸
び
た
る
枝
は
弧
を
え
が
き
揺
れ
る
葉
裏
に
天
道
虫
が　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本　

洋
子

芦
北
警
察
署

芦
北
消
防
署

事
件
・
事
故
は
１
１
０
番

☎（
８
２
）４
７
３
１

火
事
と
救
急
は
１
１
９
番

☎（
８
２
）３
１
１
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

緖
方　

祥
子

お 誕 生 お め で と う

ご 冥 福 を お 祈 り し ま す

　氏　　名　　   出生日　   性別　  保護者　　　区

橋口　周
しゅうへい

平　　  ５. ２４　　男　　卓矢　　   湯浦南

釡　彪
ひ ゅ う ま

雄馬　　  ５. ２８　　男　　大輔　　   女島西

宮本　脩
な お し

司　　  ５. ２８　　男　　浩司　　   白岩

中谷　仁
に か

香　　  ６.　 １　　女　　令　　　   田浦町２

古川　大
た い が

翔　　  ６.　 ２　　男　　恭平　　   小田浦２

松下　愛
ま な

奈　　  ６. １０　　女　　義一　　   道川内西

白菊　雅
まさひろ

大　　  ６. １４　　男　　大志　　   湯浦北

堀口　紗
さ き

希　　  ６. １５　　女　　貴生　　   田浦町１

森山　馳
ち ふ ゆ

冬　　  ６. ２０　　男　　泰宜　　   小田浦２

藤井　煌
こ う

生　　  ６．２０　　男　　聡史　　   高岡南

H25.6.1 〜 6.30 受付分（敬称略）受付件数 10 件

※本町窓口に届け出た人で、承認を得た人を掲載しています。
　町外に提出した人で、掲載を希望する場合は、役場総務課
　秘書広報係までご連絡ください。

目
の
前
で
溺
れ
て
い
る
人
が
い
た
ら

あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
？●

大
声
で
助
け
を
呼
び
、
１
１
９
番

　

通
報
す
る
。

●
浮
輪
や
長
い
棒
、
ロ
ー
プ
、
服
、

　

ベ
ル
ト
な
ど
身
近
に
あ
る
も
の
を

　

活
用
し
救
助
す
る
。

※
溺
れ
て
い
る
人
は
パ
ニ
ッ
ク
状
態

　

に
陥
っ
て
い
る
の
で
、
安
易
に
近

　

づ
い
て
し
ま
う
と
非
常
に
強
い
力

　

で
し
が
み
つ
か
れ
た
り
、
抱
き
つ

　

か
れ
て
救
助
者
も
一
緒
に
溺
れ
て

　

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
救
助
後
、
呼
び
か
け
に
反
応
が
な

　

く
呼
吸
を
し
て
い
な
い
場
合
は
、

　

す
ぐ
に
心
肺
蘇
生
法
を
行
う
。

※
心
肺
蘇
生
法
が
分
か
ら
な
い
場
合

　

は
、
す
ぐ
に
１
１
９
番
通
報
し
、

　

消
防
署
か
ら
の
指
示
に
従
っ
て
く

　

だ
さ
い
。
ま
た
、
近
く
に
人
が
い

　

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、
大
声

　

で
助
け
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

●
一
人
で
助
け
に
行
く
こ
と
は
、
二

　

次
災
害
の
危
険
性
が
あ
る
た
め
絶

　

対
に
し
な
い
。

●
救
助
隊
が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で

　

溺
れ
て
い
る
人
か
ら
目
を
離
さ
な

　

い
。

　

７
月
に
入
り
、
海
水
浴
や
プ
ー

ル
、
川
遊
び
な
ど
水
と
接
す
る
機
会

が
増
え
て
き
ま
し
た
。
毎
年
こ
の
時

期
に
な
る
と
各
地
で
水
難
事
故
が
発

生
し
、尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

も
し
か
し
た
ら
、
あ
な
た
の
目
の
前

で
水
難
事
故
が
発
生
す
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
時
に
落
ち
着

い
て
行
動
で
き
る
よ
う
次
の
こ
と
を

頭
に
入
れ
て
お
き
、
も
し
も
の
時
に

備
え
ま
し
ょ
う
。

芦
北
警
察
署
協
議
会

　
　

第
７
期
委
員
に
委
嘱
状
交
付

　

芦
北
警
察
署
で
６
月
３
日
、

芦
北
警
察
署
協
議
会
第
７
期

（
任
期 

平
成
25
年
６
月
１
日
〜

平
成
27
年
５
月
31
日
）
の
委
員

５
人
に
、
木
庭
芦
北
警
察
署
長

か
ら
熊
本
県
公
安
委
員
会
の
委

嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

警
察
署
協
議
会
は
、
警
察
法

の
規
定
に
よ
り
「
警
察
署
の
管

轄
区
域
内
に
お
け
る
警
察
の
事

務
処
理
に
関
し
、
警
察
署
長
の

諮
問
に
応
じ
る
と
と
も
に
、
警

察
署
長
に
対
し
意
見
を
述
べ
る

機
関
」
と
し
て
平
成
13
年
度
か

ら
始
ま
っ
た
制
度
で
す
。

会長　岩本  賢二さん（平生）

幹事　遠山  泰子さん（小田浦5）

委員　平江  大八さん（白岩）

委員　森下  弘子さん（上町）

委員　赤迫  正和さん（宮崎）

今回委嘱を受けた委員

　６月 4 日、野坂屋旅館で
芦北・田浦両漁協、水産関係
者など約 20 人が出席して行
われました。芦北警察署沿岸
警備協力会（八里政夫会長）
は芦北町沿岸地域での沿岸犯
罪・事故を未然に防止するた
めの民間組織で、海上や無人
島のパトロール、広報活動な
どに取り組んでいます。

芦北警察署

沿岸警備協力会通常総会

前列左から平江委員、遠山幹事、岩本会長、森下委員、
後列は木庭警察署長、前委員の可児忠子さんと木谷勝さん

　氏　　名               死亡日　     　年齢　　　　   区　

村元　完　　　　 ６.　 ４　　　７９　　　芦北

大矢　美智子　　 ６.　 ７　　　５７　　　福浦

溝下　實　　　　 ６.　 ９　　　８３　　　田浦１

佐藤　ウメノ　　 ６.　 ９　　　９５　　　田浦２

岡本　末人　　　 ６. １１　　　９１　　　大野

長口　フユ子　　 ６. １４　　　８７　　　丸山

釡　モモエ　　　 ６. １８　　　９４　　　沖

谷脇　美代子　　 ６. １８　　　６４　　　小田浦５

井川　一雄　　　 ６. １９　　　７４　　　丸山

田中　アヤエ　　 ６. ２４　　　９８　　　花岡東

松﨑　行春　　　 ６. ２７　　　９３　　　白岩

薮下　リツ　　　 ６. ２８　　　９２　　　計石東

山下　清八　　　 ６. ２９　　　９９　　　宮崎

H25.6.1 〜 6.30 受付分（敬称略）受付件数 16 件

※本町窓口に届け出た人で、掲載の承諾を得た人を掲載して
　います。

人 口　　　１９，２９３人　（ー１８）

男 　　　　９，０４６人　　（−５）

女 　　　１０，２４７人　（ー１３）

65 歳以上　　　　７，１３９人　　（＋８）

世 帯 数　　　　７，５５７世帯　（±０）

人口のうごき（H25.7.1 現在）　    （　）内は前月比

編
　
集
　
後
　
記

　

こ
の
７
月
号
が
お
手
元
に
届
く

頃
に
は
梅
雨
明
け
も
間
近
だ
と
思

い
ま
す
。い
よ
い
よ
夏
本
番
、太
陽

の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。▼
太

陽
と
い
え
ば
今
月
号
で
も
取
り
上

げ
た
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
。あ
り
き
た

り
な
表
現
で
す
が
、東
京
ド
ー
ム

７
個
分
の
面
積
に
10
万
枚
の
太
陽

光
パ
ネ
ル
が
並
ぶ
光
景
は
想
像
し

た
だ
け
で
も
圧
倒
さ
れ
そ
う
で

す
。▼
夏
は
、ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い

る
小
中
高
校
生
に
と
っ
て
も
輝
き

を
発
揮
す
る
シ
ー
ズ
ン
で
す
。イ

ン
タ
ー
ハ
イ
や
全
国
大
会
に
出
場

さ
れ
る
選
手
の
皆
さ
ん
を
取
材
し

ま
し
た
。結
果
は
後
か
ら
つ
い
て

く
る
も
の
で
す
が
、80
歳
で
世
界

最
高
峰
に
登
頂
し
た
三
浦
雄
一
郎

さ
ん
の
よ
う
に
、が
ん
ば
っ
て
、が

ん
ば
っ
て
、が
ん
ば
っ
て
最
後
ま

で
諦
め
ず
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く

だ
さ
い
。▼
そ
し
て
夏
と
い
え
ば

海
。御
立
岬
を
は
じ
め
と
す
る
海

水
浴
場
は
多
く
の
家
族
連
れ
や
若

者
で
に
ぎ
わ
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
楽
し
み

な
夏
で
す
が
、水
の
事
故
と
熱
中

症
に
は
十
分
気
を
つ
け
て
楽
し
い

思
い
出
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。▼
カ
レ
ー
を
食
べ
て
元

気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。（
上
野
）
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（
再

生
紙

使
用

）

芦
北
町
立
星
野
富
弘
美
術
館
だ
よ
り

◇
「
富
弘
さ
ん
と
私
」
展

　

○
期
間　
　
　

９
月
８
日
㈰
ま
で

　

○
休
館
日　
　

第
２
・
４
月
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　

○
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

＊
問
い
合
わ
せ
先　

　

星
野
富
弘
美
術
館

　

☎
（
８
６
）
１
６
０
０

　

今
回
の
展
示
で
は
、
富
弘
さ
ん
が
影
響
を
受
け
た

人
、
反
対
に
富
弘
さ
ん
と
出
会
っ
た
こ
と
で
考
え
方

が
変
わ
っ
た
人
を
夏
の
詩
画
と
共
に
ご
紹
介
し
ま

す
。
暑
い
夏
の
日
、ち
ょ
っ
と
涼
み
に
来
ま
せ
ん
か
。

▲「雨ニモ負ケテ」
　　　　　　　　1986 年

薩
摩
街
道
ふ
る
さ
と
湯
の
香
ぎ
ゃ
ら
り
ー

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
制
作
し
た
作
品
が
湯
浦
地
区
に
展

示
し
て
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

三
浦
雄
一
郎
さ
ん
の
80
歳
で
の

エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
を
祝
う

　

史
上
最
高
齢
の
80
歳
で
世
界
最
高

峰
エ
ベ
レ
ス
ト（
８
８
４
８
ｍ
）に
登

頂
し
た
冒
険
家
の
三
浦
雄
一
郎
さ
ん

の
祝
賀
会
が
６
月
28
日
、
明
治
記
念

館（
東
京
）で
開
か
れ
ま
し
た
。
各
界

を
代
表
す
る
著
名
人
や
支
援
者
、
友

人
な
ど
７
０
０
人
が
出
席
。
招
待
を

受
け
た
竹
﨑
町
長
も
三
浦
さ
ん
に
祝

意
を
伝
え
ま
し
た
。三
浦
さ
ん
は「
可

能
な
ら
ば
今
後
ぜ
ひ
芦
北
町
で
ま
た

講
演
を
行
い
た
い
」
と
町
長
と
笑
顔

で
握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。　

　

会
場
の
出
席
者
か
ら
「
こ
れ
か
ら

も
ま
す
ま
す
お
元
気
で
い
て
く
だ

さ
い
」
と
の
呼
び
か
け
に
、
三
浦

さ
ん
は
「
次
の
目
標
は
85
歳
ま
で

に
８
２
０
１
ｍ
あ
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
の

チ
ョ
ー
オ
ユ
ー
の
頂
上
か
ら
ス
キ
ー

で
滑
走
し
た
い
。
ま
だ
ま
だ
元
気
で

が
ん
ば
り
ま
す
よ
」
と
応
え
て
い
ま

し
た
。

　　　　　　　　　　昭和７（1932）年生まれ（80 歳）

　青森県生まれのプロスキーヤー、登山家。日本ローラー

リュージュ協会会長でもある。70歳、75歳の時も当時世界最

高齢でエベレストに登頂している。芦北町には文化講演会や

ローラーリュージュ落成式など、過去３回来町している。

▲三浦雄一郎さんに祝意を伝える竹﨑町長

▲三浦さん（当時 70 歳）の矢城山登山とトークショー
の様子を伝える広報あしきた（2003 年２月号）

祝　最高齢でのエベレスト登頂

▲ 700 人が出席した祝賀会

◀
世
界
最
高
齢
で
の
登
頂
に
対
し
贈

ら
れ
た
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
の
認
定
証

Profile
三浦  雄一郎 さん


